
『
四
庫
全
書
総
目
提
要

「
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
」

訳
注

堅子

凡

j
 

円
以
/

，sn
f
t
i
 

諦
関
西

本
び〉

じ
め
に
酎
さ

し、

府
い
占
官
同
斗
l

匹、

;
1
l
r
 

四
庫

目
提
要
』

経

部

る

i=D 

:}t 

八

大〕

て
い
る

~、、

IE 
/-.  

七
月
)

の
訳
注
で
あ

『
文
出

四

室
田
』

又
の

「
殿
版
」

E
 

勘

語
訳

か
ら

日
込=

し1

る

一
九
八

る。

木

、
》
ノ

j
j
j
1
4
M

ず

t
t

江
和
問

〕
に
分
設
し
て

月)。

し

③ 

(
一
八
六
八

の
底
本
に

ームー

ノ¥

七
九
五
て

斯

干Ij

ゆ
る

で
あ
っ
た
と
き
、

;
 
、!
 

、，
g
J
付，〆

の
武

tニ否

同ロ

文

提

っ
て

-け
H
川
J

〆

愛
し

と
さ
れ
る

i15え

百
巻

自

い
わ
ゆ
る

本

も
ぴ〕

る

断

匂

局

九
六
五

版

④ 

西

産

び〉

糊
閣
本

fし

は

八
七
年
七
月
、

次
印
刷
)
を

い
、
以
下
五

。

と

ー

¥

1
、J
J
-

〉

}ノ
l
ノ
ー
寸

六
二
)
が

0) 

で

を

あ
て〉

と

弓一万

1
j

mmH
冷
U

抑i

の
書
前
提

-
集
成
し
、

『
山
間
諜
全
議
総
出
舵
一
袋
』
「
イ
ギ
い
}
川
内
総
本
鳥
獣
虫
魚
統
一
訳
出

九
一
一
良
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一
九
三
五
年
に
遼
海
書
社
よ
り
出
版
し
た
も
の
。
本
稿
で
は
こ
れ

を
さ
ら
に
影
印
し
た
『
金
銃
敵
手
定
本
文
糊
閣
四
庫
全
書
提
要
』

上
(
「
中
国
公
共
図
書
館
古
籍
文
献
珍
本
陸
刊
・
史
部
」
、
中
華
全

国
図
書
館
文
献
縮
微
復
製
中
心
編
、

一
九
九
九
年
十
一
月
)

を
用

、、'一」
0

1
U
J
i
'
 

⑤
『
文
津
閤
四
庫
全
書
』
の
書
前
提
要

は
熱
河
の
避
暑
山
荘
に
置
か
れ
た
文
津
閣
の
書
前
提
要
を
集
成
し

て
影
印
を
行
っ
た
『
文
津
閣
四
庫
全
書
提
要
匪
編
』
経
部
(
四
庫

全
書
出
版
工
作
委
員
会
編
、
北
京
商
務
印
書
館
影
印
、
二

O
O
六

(
「
文
律
閤
本
」
)
。

こ
れ
に

年
一
月
)
を
用
い
た
。

さ
ら
に
、
近
年
出
版
さ
れ
た
提
要
の
最
も
新
し
い
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
、
貌
小
虎
編
撰
『
四
庫
全
書
総
目
葉
訂
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

O
一
二
年
十
二
月
)
も
併
せ
て
参
照
し
た
。

原
文
に
見
ら
れ
る
俗
字
、
異
体
字
、
欠
筆
な
ど
は
基
本
的
に
す
べ

て
正
字
体
に
改
め
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
校
勘
に
お
い
て
特
に
注
記

し
て
い
な
い
。
但
し
別
字
の
場
合
は
、
煩
を
避
け
ず
注
記
し
た
。
な

お
、
撞
頭
、
平
出
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
反
映
さ
せ
て
い
な
い
。

注
に
お
い
て
、
原
文
と
併
せ
て
割
注
を
引
用
す
る
際
に
は
[

]で

示
し
た
。

九
二
一
良

注
に
お
け
る
引
用
書
名
や
篇
名
な
ど
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
初

出
の
場
合
は
正
名
を
記
し
、
再
出
以
後
は
誤
解
の
な
い
と
思
わ
れ
る

範
囲
で
適
宜
省
略
し
た
も
の
が
あ
る
。

毛
詩
草
木
鳥
獣
晶
魚
疏
二
巻
[
通
行
本
]

{

一

}

呉

陸

磯

撰

。

明

北

監

本

詩

正

義

、

比

自

作

陸

機

。

考

惰

主
日
経
籍
志
、
毛
詩
草
木
義
魚
疏
二
巻
、
注
云
、
鳥
程
令
呉
郡
陸
磯
撰
。
陸
徳

明
経
典
耀
文
序
録
、
陸
磯
毛
詩
草
木
鳥
獣
品
魚
疏
二
巻
、
注
云
、
宇
元
倍
、

恐

(

じ

)

3

氾

呉
郡
人
。
呉
太
子
中
庶
子
、
鳥
程
令
。
資
暇
集
亦
滑
磯
字
以
玉
、
則
監
本

一
員
誤
。
又
毛
青
津
逮
秘
書
所
刻
、
援
陳
振
孫
之
ニ
一
一
口
、
謂
其
書
引
爾
雅
郭
撲

注

、

未

必

呉

人

。

全
部
所
引
、

ri左円
ゴゴ
ペ午、

嘗
在
郭
後
、

鳥
能
著
録
。

渉
郭
瑛
。

敗。

因
而
題
日
唐
陸
機
。
夫
唐
代
之
書
、

且
書
中
所
引
一
雨
雅
注
、
僅
及
漢
健
局
文
内
山
子
焚
光
、

不
知
陳
氏
何
以
云
然
。
挑
士
持
政
己
排
之
、

賓
艦
二
宇

或
音
未
見
土
葬
政

[
校
勘
〕

①
呉
陸
磯
撰

書
前
提
要

文
開
閉
本

文
津
閣
木
は

上
旬

「
[
庄
]



等
謹
案
毛
詩
草
木
鳥
獣
品
魚
疏
二
容
」
と
あ
る
。

②
資
暇
集
亦
簿
磯
字
以
玉
書
前
提
要
、
文
洲
閣
本
、

ず
れ
も
「
唐
書
義
文
志
亦
作
陸
磯
」
に
作
る
。

に
作
る
。

文
津
閣
木
は
、

⑤④③  
誤人人捧

川
内
円
以
仁
川
凡
斗
よ

口

H
μ
μ
h
f
v

邦字

殿
坂
ま

「従」

に
作
る
。

書
前
提
要
は

「傑」

に
作
る
。

〔
訓
読
〕

呉
の
陸
磯
の
撰
。

明
の
北
監
本
詩
正
義

皆
な
陸
機

全
部
引
く
所
は

に
作
る
。
情
書
経
籍
士
山
を
考
ふ
る
に
、
毛
詩
草
木
虫
色
…
疏
二
巻
、
注
に
云

ふ
、
鳥
程
令
呉
郡
の
陸
磯
の
撰
、
と
。
陸
徳
明
の
経
典
釈
文
序
銭
に
、
陸

磯
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏

字
は
元
俗
、

呉
郡
の
人
。

巻
、
注
に
云
ふ

呉
の
太
子
中
庶
子
、
烏
程
令
、
と
。
資
暇
集
も
亦
た
磯
の
字
玉
に
以
ふ
を

弁
ず
れ
ば
、
則
ち
監
本
は
誤
り
と
為
す
。
又
た
毛
晋
の
津
逮
秘
書
に
刻
す

る
所
は
、
陳
振
孫
の
言
を
援
き
て
、
其
の
書
爾
雅
の
郭
撲
の
注
を
引
け
ば
、

当
に
郭
の
後
に
在
る
べ
く
、

未
だ
必
ず
し
も
呉
人
な
ら
ず
と
謂
ふ
。

因
り

て
題
し
て
唐
の
陸
磯
と
日
ふ
。
夫
れ
唐
代
の
書
、
情
志
烏
ん
ぞ
能
く
著
録

せ
ん
。
且
つ
書
中
に
引
く
所
の
爾
雅
の
注
は
、
僅
か
に
漢
の
健
為
文
学
・

奨
光
に
及
び
、
実
に
一
{
子
も
郭
撲
に
渉
る
無
し
。
知
ら
ず
陳
氏
何
を
以
て

『
山
院
全
害
総
目
提
嬰
』
「
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
仙
川
」
訳
注
(
京
野
)

然
か
云
ふ
や
。

挑
士
売
の
肢
巳
に
之
を
弁
ず
る
に
、

或
い
は
普
未
だ
士
発

、、
1
L
V
 

の
政
を
見
ざ
る
か
。

〔
現
代
語
訳
〕

呉
の
陸
磯
の
撰
。
明
の
北
監
本
『
毛
詩
正
義
』
で
は
、
す
べ
て
引
用
は
、

い
ず
れ
も
陸
機
と
し
て
い
る
。
『
惰
書
』
経
籍
志
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
こ

「
毛
詩
草
木
虫
色
…
疏
二
巻
」
と
著
録
し
、

で
は

「
烏
程
令

呉
郡
の
陸
磯
の
撰
」
と
い
っ
て
い
る
。
陸
徳
明
の
『
経
典
釈
文
』
序
鍛
に

「
陸
磯
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
二
巻
」
と
著
録
し
、
そ
の
注
に
は
、

そ
の
注
に
は
、

l土

「{子

は
元
倍
、
呉
郡
の
人
。
同
一
ノ
の
太
子
中
庶
子
、
烏
程
令
」

ま
た
『
資
暇
集
』
に
も
や
は
り

と
い
っ
て
い
る
。

「磯」

の
字
は
玉
偏
に
以
う
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
論
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
監
本
は
誤
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
毛
晋

の
『
津
逮
秘
書
』
所
刻
の
『
陸
琉
』
で
は
、
陳
振
孫
の
言
を
引
用
し
て
、
「
『
陸

疏
』
が
『
爾
雅
』

の
郭
瑛
注
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
陸
磯
は
郭
瑛
以

後
の
在
世
と
す
べ
き
で
あ
り
、

必
ず
し
も
呉
人
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
」

と
い
っ
て
い
る
。

(
『
津
逮
秘
書
』
本
『
陸
疏
』
で
は
)

「
唐
の

そ
の
た
め

陸
磯
」

い
っ
た
い
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た
書
物

を
、
『
惰
志
』
が
ど
う
や
っ
て
著
録
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
そ
の
う
え

と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

書
中
で
引
用
し
て
い
る
『
爾
雅
』

の
注
は
、

わ
ず
か
に
漢
の
健
為
文
学
や

九
三
頁
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九
四
頁

奨
光
の
こ
と
ま
で
で
あ
り
、

実
に
一
宇
た
り
と
も
郭
撲
の
こ
と
に
は
及
ん

『
郡
斎
読
書
士
山
』
:
:
:
毛
詩
草
木
鳥
獣
禽
魚
疏
二
巻

『
直
斎
書
銭
解
題
』
:
:
:
毛
詩
鳥
獣
草
木
議
魚
疏
二
巻

で
い
な
い
の
で
あ
る
口

い
っ
た
い
陳
氏
は
何
に
も
と
ぴ
つ
い
て
こ
の
よ
う
な

発
言
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
の
銚
士
券
の
山
政
文
が
す
で
に
こ
の
こ
と

を
論
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
し
か
す
る
と
毛
晋
は
い
ま
だ
士
舜
の
政
文

を
見
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

/ー¥

¥、__，

毛
詩
草
木
鳥
獣
轟
魚
疏
二
巻
そ
の
書
名
や
撰
者
は
、
歴
代
の

目
録
類
に
よ
っ
て
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
主
要
な

各
目
録
の
見
出
し
を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。

『
陪
書
』
経
籍
志
:
:
:
毛
詩
草
木
轟
魚
疏
二
巻
[
烏
程
令
呉
郡
陸

『
宋
史
』
芸
文
志
:
:
:
陸
磯
草
木
鳥
獣
晶
魚
疏
二
巻

『
文
献
通
考
』
経
籍
考
:
:
:
毛
詩
草
木
鳥
獣
轟
魚
疏
二
巻

『
経
義
考
』
:
:
:
陸
氏
[
磯
]
毛
詩
草
木
鳥
獣
晶
魚
疏

『
陸
疏
』
の
原
書
は
散
供
し
て
お
り
、
現
行
本
は
『
毛
詩
正
義
』

の
引
用
を
中
心
に
再
編
さ
れ
た
輯
供
本
で
あ
る
。
単
行
本
は
き
わ
め

て
少
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
叢
書
中
に
収
め
ら
れ
た
も
の
ば
か
り

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
後
述
の
矢
島
明
希
子
氏
の
論
考
に
掲
げ
ら
れ

〔注〕

た
テ
キ
ス
ト
の
一
覧
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

『
旧
麿
書
』
経
籍
志

『
新
庄
書
』
芸
文
志
・

毛
詩
草
木
鳥
獣
魚
晶
疏
[
陸
機
撰
]

-
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
色
…
(
『
重
較
説
判
』
)

・
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
(
『
唐
宋
叢
書
』
)

・
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
(
『
続
百
川
学
海
』
)

・
刻
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
(
『
亦
政
堂
鍛
陳
眉
公
普
秘
笈
集
』
)

・
草
木
鳥
獣
虫
色
…
疏
(
『
宝
顔
堂
秘
笈
普
集
』
)

・
陸
元
博
草
木
虫
魚
疏
(
『
塩
邑
志
林
』
)

・
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
色
…
疏
広
要
(
『
津
逮
秘
書
』
)

・
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
広
要
(
『
学
津
討
原
』
)

機
撰
『
経
典
釈
文
』
序
録
:
:
:
陸
磯
毛
詩
草
木
鳥
獣
品
魚
疏
二
審

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
・
:
毛
詩
草
木
魚
品
疏
二
巻
[
音
陸
機

撰
]『

山
一
市
文
総
目
』
:

陸
磯
草
木
鳥
獣
魚
品
疏
二
朱
]

毛
詩
草
木
鳥
獣
品
魚
疏
二
巻

一
巻
[
呉
陸
機
]

-
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
(
『
古
経
解
葉
函
』
)

『
通
志
』

草
木
鳥
獣
魚
品
疏



毛

要
』
)

『
増

(
光
緒
六

毛毛

羅
振
玉
刊
)

以
上
、

つ
ぎ
の
J

ふ
ま
え
、

テ
キ
ス
ト

く
い
う
。

れ
ら
を

ま
か
に
分
け
れ

が
あ

-J 

。〉

る

い
え
よ
う
。

σ〉

で
あ
り
、

み
で

の

の
注
を

し、

句

挑
士
麟
校
本
、

れ
て
い
く
恐

も
う
一
派
は

要
本
の

あ
る
。

ぴ〕

咳き
ア?て

『
間
凶
作
件
全
審
総
お
提
安
』
「
毛
持
政
木
鳥
山
獄
虫
魚
読
」
訳
、
佐

を
附
す

れ

ど
か
ら

に
供
文
を

/

m

胸

、

も

7
i
、マ、、

'v

、
了
畏
」
松
本
に

さ
も

)
れ
ら
を
吸
以
し
て
最
も
内

五

し
た

校
本
と
い
え
る
。

お

の
注
釈
に

び〉

要
』

大
工
さ
の

ほ

か

に

わ

。〉

関
し
た

II9 

は

七
七
第
五
巻
(

四
十

て
い
る
a

さ
ら
に
、林

清
市

11Jf 

0) 

八
七
年
一
丹
、

の
ち
に
『
中

ぴ〉

界

方

「
斉
民

山
漁
村

協
会
、

年
九
月

加
納
喜

む〉

控i

(『月

し
に
か
』

申

入
り

-
博
物
書
の

丹

「
陸
氏

の
基
礎
的

木
鳥
獣
虫

九

頁
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一

φ

ー

ι
!
「

穿
三
十
一
j
F
i

O
二、

ー
篇
目
か
ら
見
る
各
本
の
相
違
」

(
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
五
十

容は門+mz 

二
O
一
六
年
二
月
)

小
林
氏
は
『
陸
疏
』
に
お
け
る
引
書
を
詳
細
に
調

査
し
た
う
え
で
、

こ
の
う
ち
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ

り
、
矢
島
氏
は
小
林
氏
を
始
め
と
し
た
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
、
ま

ず
『
陸
疏
』

の
基
本
問
題
を
ま
と
め
た
う
え
で
、
前
掲
の
二
十
に

も
及
ぶ
在
日
刊
本
を
詳
細
に
調
査
し
た
書
誌
学
研
究
で
あ
る
。
本

稿
は
と
く
に
小
林
氏
と
矢
島
氏
の
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
き
わ
め

て
大
き
い
。

/ー、、、

一
一、-._/

通
行
本

の
底
本
と
し
て
採
用
さ
れ
た
テ
キ
ス

『
四
庫
全
書
』

は

お
お
む
ね
以
下
の
六
種
類
で
あ
る
。

①
勅
撰
本
(
清
J

初
よ
り
乾
隆
時
ま
で
の
問
に
勅
令
に
よ
っ
て
編
纂

さ
れ
た
も
の
)

②
内
府
蔵
木
(
宮
中
所
蔵
の
御
覧
に
供
す
る
た
め
の
も
の
)

③
永
楽
大
典
本
(
『
永
楽
大
典
』
よ
り
散
供
書
を
輯
供
し
た
も
の
)

④
各
省
採
進
本
(
各
地
の
巡
撫
が
民
間
よ
り
徴
発
も
し
く
は
購
入

し
た
も
の
)

⑤
家
蔵
本
(
蔵
書
家
よ
り
借
用
の
形
で
提
供
さ
せ
た
も
の
)

⑥
通
行
本
(
巷
間
に
流
布
す
る
一
般
の
も
の
)

九
六
頁

こ
こ
で
い
う
通
行
本
が
具
体
的
に
如
何
な
る
テ
キ
ス
ト
を
指
し
て

い
る
か
分
明
で
は
な
い
が
、
矢
島
氏
も
述
べ
る
ご
と
く
、
四
庫
全
主
日

本
が
校
注
の
類
を
一
切
附
さ
な
い
こ
と
か
ら
見
て
も
、
ま
ず
重
較
説

邪
本
系
統
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。

/ー、、、

一
一、、_./

陸
磯

生
天同
一「

年
未
詳

そ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
『
提
要
』
も
引

く
『
経
典
釈
文
』
序
録
に
、
「
字
元
路
、
呉
郡
人
。
呉
太
子
中
庶
子
、

烏
程
令
。
」

と
述
べ
る
以
上
の
域
を
出
な
い
。

太

中
庶
十

lま

天
子
の
侍
中
に
相
当
す
る
官
で

「
烏
程
」

五
品

六
百
石
。

l土

(
四
)

い
ま
の
断
江
省
湖
州
市
に
あ
た
る
。

明
北
監
本
詩
正
義

よ
り
同

明
の
万
暦
十
四
年
(
一
五
八
六
)

二
十
一
年
(
一
五
九
三
)

北
京
因
子
監
に
て
刊
行
さ

に
か
け
て
、

れ
た
注
疏
本
を
い
う
。

明
代
に
お
い
て
は
劉
本
に
次
い
で
刊
行
さ

れ
た
注
疏
本
で
あ
り

「
万
暦
本
」

と
も
「
監
本
」

と
も
略
称
さ
れ

る
D

八
行
本

十
行
本
を
参
酌
し
て
補
訂
し

闘
本
に
も
と
づ
き
、

た
善
本
と
さ
れ
る
が

そ
の
伝
本
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
り

お
お

る

(
但
し

「
重
修
監
本
」
が
伝
え
ら
れ
て
い

こ
れ
に
は
誤
字
が
頗
る
増
加
し
て
い
る
)
。
な
お
、
明

む
ね
現
在
に
お
い
て
は
明
末
の

の
山
{
一
ボ
禎
元
年

よ
り
同
十
二
年
(
一
六
三
九
)

7)> 

(
一
六
二
八
)

け
て

汲
士
口
閣
の
毛
晋
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た

(
汲
古
閑

「
毛
本
」



本

J出
7Jて

ど
も
)

監

7P 

を

本
と
し

J
り

の
で
あ
る
。

で
の
位笠宮

色=コ

日
J

の

び〉

竹

百奇

草
考
楕
書
政経
ぞI¥; 籍
なと
J己主

撰
。
)
」

あ

陸
E幾

従
玉

iI車土:
撫
古也

人

有

る
a

理!ピ、

姓
名
、

此
参

多

(六

離
徳
明
経
典
縄
文
序
録

む=司

住=コ

四

羽
ハ
ド

i
¥

。

者
物
!
ノ

太

磯

さ
る

心

的
川
ノ

カ1

シ〕

、ぇ

-r 
L、

。〕

び〉

lま

」
と
い
い

古
人
の

y

コ
、
レ
し
，
、
¥
ノ
↑
一
「
A

，、

ふ

h

f

s

止

く

d
ま
v

く

愚

自

0) 

で

史
目
を

し
て
止
と
Hdhゴ

ャ
ー
ー
ル

w

以
内
川

i
;

る
と
い
う
。
ま

よ

見
え
る
。

こ
の

機

と

ヴ〉

不

。〉

問

あ
り
、

段

に
作
る
と
い
う
G

L
つ
い
て
、

斗
l
仇

四

(七

資
暇
集

、

オ5こり-r ' 

〉仁三、

)
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
J

Y'---

ま

2安

3ミ、

の

じり

fi適

レし
書作
H
Y

、
其
名
皆
以
機
、

を
正

尚

び〉

由

に
つ
い
て

メL
TJ 

i
人
t
s
，
/
 

名

)¥ 
、か

加
え

る

か
ら

ワ

)主人

王a

本
物

物

自
を
閉
す
心
『

ロド立日

十
人

ー
し一一

十芳

ヨ
兆

点
口

q
m
m
w体
全
謀
総
白
山
間
一
波
』
「
モ
山
内
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
」
訳
注
(
最
野
〉

7し

頁
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遇
元
協
名
、
帆
改
従
玉
点
一
刀
。
余
謂
、
考
古
者
、
但
富
定

州
木
疏
局
元
協
作
、
非
士
衡
作
。
若
其
名
、
則
比
白
…
従
木
本
一
刀
、
而

士
衡
名
字
、
尤
血
(
尚
書
相
感
。
果
欲
一
不
別
、
何
不
改
士
衡
名
耶
。

卸
此
可
讃
郎
叔
明
諸
人
識
字
、
猶
勝
於
李
済
翁
也
。
玩
元
毛
詩

校
勘
記
、
於
正
義
引
陸
機
疏
候
下
云
、
毛
本
機
誤
磯
、
悶
本
明

監
本
不
誤
。
考
情
書
経
籍
志
作
機
、
樺
文
序
録
同
。
惟
資
暇
集

有
骨
間
以
玉
木
方
之
説
、
宋
代
著
鍛
元
幡
圭
日
者
多
宗
之
、
毛
本
因
此

改
作
機
、
其
賞
血
(
士
衡
同
姓
名
耳
。
古
人
所
有
、
不
嘗
改
也
。

銭
院
同
家
之
説
精
失
。
提
要
信
資
暇
集
之
説
、
定
元
俗
名
作
磯
、

且
引
惰
志
及
雑
文
一
筋
誼
。
不
知
其
所
接
、
皆
誤
本
耳
。
明
南
監

木
惰
士
山
陸
機
字
、
寅
従
木
、
不
従
玉
血
。

(
嘉
錫
案
ず
る
に
、
銭
大
析
の
潜
研
堂
集
巻
二
十
七
、
爾
雅
疏

単
行
本
に
政
す
に
云
ふ
、
此
の
書
陸
氏
の
草
木
疏
を
引
く
に
、

刊
本
、

書
志
其
の
説
を
承
け
、
以
て
陸
機
と
題
す
る
者
は
非
為
り
と
為

す
。
後
白
り
経
史
刊
本
は
、
元
格
の
名
に
遇
へ
ば
、
腕
ち
改
め

て
玉
穿
に
従
ふ
。
余
謂
へ
ら
く
、
古
を
考
ふ
れ
ば
、
但
だ
当
に

州
木
疏
を
定
め
て
元
憾
の
作
と
為
す
べ
く
、
士
衡
の
作
に
非
ず
。

其
の
名
の
若
き
は
、
剛
一
ち
皆
な
木
芳
に
従
ひ
、
而
し
て
士
衡
の

名
字
は
、
尤
も
尚
書
と
相
ひ
応
ず
。
果
た
し
て
示
別
せ
ん
と
欲

せ
ば
、

何
ぞ
士
衡
の
名
を
改
め
ざ
ら
ん
や
。

其
の
名
皆
な
機
に
以
ひ
、
今
本
と
異
な
る
。
古
書
を
考
ふ
る
に
、

機
と
磯
と
通
、
ず
。
馬
・
鄭
は
尚
書
の
熔
磯
の
字
比
白
な
機
に
作
る
。

情
書
経
籍
士
山
は
、
烏
程
令
呉
郡
の
陸
機
、
本
と
木
突
に
仏
ふ
口

元
洛
と
士
衡
と
時
を
同
じ
く
し
、
文
た
姓
名
を
同
じ
く
す
る
も
、

古
人
以
て
嫌
と
為
さ
ざ
る
な
り
口
十
字
済
翁
強
ひ
て
解
事
を
作
し
、

冗
協
の
名
当
に
玉
主
力
に
仏
ふ
べ
し
と
謂
ひ
し
自
り
、
晃
氏
の
読

即
ち
此
れ
郎
叔
明

の
諸
人
の
字
を
識
る
こ
と
、
猶
ほ
十
字
済
翁
に
勝
れ
る
を
証
す
べ

き
な
り
、
と
口
院
元
の
毛
詩
校
勘
記
、
正
義
に
引
く
陸
機
疏
の

候
下
に
於
い
て
云
ふ
、
毛
本
は
機
を
磯
に
誤
る
も
、
関
本
・
明

監
本
は
誤
ら
ず
。
情
書
の
経
籍
志
を
考
ふ
る
に
機
に
作
り
、
釈

文
の
序
録
も
同
じ
。
惟
だ
資
暇
集
に
当
に
玉
立
方
に
日
以
ふ
べ
き
説

有
り
て
、
宋
代
は
元
憾
の
書
を
著
株
せ
る
者
多
く
之
を
宗
と
し
、

毛
本
此
に
因
り
て
改
め
て
磯
に
作
り
、
其
れ
実
に
士
衡
と
姓
名

を
同
じ
く
す
る
の
み
。
古
人
有
す
る
所
、
当
に
改
む
べ
か
ら
ざ

と
。
銭
・
院
の
両
家
の
説
精
し
。
提
要
資
椴
集
の
説

且
つ
惰
志
及
び
釈

る
な
り
、

を
信
じ
、

元
格
の
名
を
定
め
て
磯
に
作
り
、

文
を
引
き
て
証
と
為
す
。

其
の
拠
る
所
を
知
ら
、
ず
、
皆
な
本
を

誤
る
の
み
。

明
の
南
監
本
・
惰
志
は
位
機
の
字
、
実
に
木
に
従



ひ

玉
に

は
ざ
る

;ま

¥
ノ
ロ
パ

34ι
い

守、〉

蔵

を
『
秘
冊

と
し
て

し

」で

錫

会ミ

く

に
お
い

ょ
う
と
し

ヵ2

の
ま

境
失
し

そ
の

版
を

が
入

しし

機

し
て
し

し

用

ら

て
い
る
こ
と

ま

し
に

行
し

も
び〉

j玩

ブζ

ど
び〉

い
用

い
w

つ

と
は
、

円
町
又
〉

日々
μ
M
1
3一

例
で

っ
て
い
る
と

る

守〕

理
由

(f) 

Zレ

獣

疏

四

に
よ
っ
て

安
批
判
す

を

j車

iま

る
)
を
指

そ
の

と

よ
り
始
ま
り

の
白
日
以
~

な
ど

日長

四

れ

し
た

と
に
よ
り
絶
対
的
な
も
の
と
な
っ

シ
」
い

毛

0) 

も
顕
著
に

b 

て
い
る
。

或
日

八

毛
背
津
逮
秘
書
所
刻
・
・
・
・
・
・
西
部
題

晋
(
明
、
神

，三二ア
刀て

窪、

五
九
九
〕

王

十

叩ムω

/、¥

九

0) 

(
い
ま
の

の
入
。

す

じ
t}) 

細川

生}ミ

ざ〉

銭

敗

ーノ

1
J
'

一

ρυ

や
レ
ー
ド

不

(f) 

し

土守

中

¥
ノ
正
之

江
毘

み

出
思
し

れ
ら

の
作
な
り
と
日
ひ
、
或
ひ
と

0) 

君s
0) 

り

し

知
ら

る。

じ
て

は
く

。コ

よ
る

、

寸

}

《
υλ
レザ

md
け

に
郭
の
後
に

し
も

り

よ
れ

七
種
の

~又
め

も
と

(f) 

の
人

ざ
る

り

と

。〉

く

り

『
刑
制
肉
体
全
書
総
山
口
州
保
安
』
「
毛
詩
草
木
魚
獣
虫
魚
疏
」
訳
九
日
(
近
野
)

九
九

民
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ワ

二
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六

て
機
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
機
字
は
士
衡
、
晋
人
は
本
よ
り
詩

を

治

め

ざ

れ

ば

、

則

ち

此

の

書

唐

人

陸

機

字

は

元

協

な

る

者

の
撰
す
る
所
と
為
す
こ
と
疑
ひ
無
し
。
後
世
伝
を
失
し
て
其
の

真
を
得
ず
、
故
に
疑
ひ
て
贋
鼎
と
為
す
者
有
り
。
或
ひ
と
又
た

贋
と
日
ふ
も
、
則
ち
贋
に
非
ず
。
蓋
し
群
書
に
載
す
る
所
を
脈
拾

し
、
漫
然
と
し
て
萱
め
て
二
巻
と
為
す
は
、
狐
服
豹
班
に
過
ぎ

ざ
る
の
み
。
主
(
の
説
之
に
近
し
。
海
隅
の
毛
音
識
す
。
)

と
い
い
、
陳
振
孫
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
津
逮
秘
書

で
は

「
唐
呉
郡
陸
機
元
洛
撰
」
と
題
し
て
い
る

「
呉
陸
磯
撰
」
と
訂
す
)
。
な
お
、
毛
晋
が
援
用
し
た
陳
振
孫

本
で
は

(
四
庫
全
書
本

の
説
は
、
『
直
斎
書
鍬
解
題
』
巻
二
、
詩
類
「
毛
詩
鳥
獣
草
木
虫
魚

疏
二
巻
」
の
解
題
に
、

題
呉
郡
庶
子
陸
磯
撰
。
案
、
館
閣
書
目
橋
呉
中
庶
子
、
烏
程
令
、

字
元
格
、
呉
郡
人
、
据
陸
氏
樺
文
也
。
其
名
従
玉
、
固
非
音
之

士
衡
、
而
其
書
引
郭
瑛
注
爾
雅
、
則
首
在
郭
之
後
、
亦
未
必
矯

呉
時
人
也
。
孔
疏
呂
記
多
引
之
。

(
呉
郡
の
庶
子
陸
磯
の
撰
と
題
す
。
案
ず
る
に
、
館
閤
書
目
に

呉
の
中
庶
子
、
烏
程
令
、
字
は
元
倍
、
呉
郡
の
人
と
称
す
る
は
、

陸
氏
の
釈
文
に
据
る
な
り
。

其

の

名

玉

に

従

ふ

は

固
よ
り
晋

λ
む良

の
士
衡
に
非
ず
し
て
、
其
の
書
郭
瑛
注
の
爾
雅
を
引
け
ば
、
則

ち
当
に
郭
の
後
に
在
る
べ
く
、
亦
た
未
だ
必
ず
し
も
呉
時
の
人

孔
疏
・
呂
記
多
く
之
を
引
く
。
)

と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。

と
為
さ
ざ
る
な
り
。

(
九
)

郭
瑛

明
帝

西
晋

武
帝
、
戚
寧
二
年
(
二
七
六
)

(
)
東
晋

太
寧
二
年
(
三
二
四
)
。
字
は
景
純
、

河
東
開
喜
(
い
ま
の
山
西
省

聞
喜
県
)
の
人
。
抗
弁
で
あ
っ
た
が
博
学
で
知
ら
れ
、
と
く
に
五
行
、

天
文
、
ト
笈
術
に
精
通
し
た
。
ま
た
詩
賦
を
よ
く
し
、
な
か
で
も
「
江

日武

(
『
文
選
』
巻
十
二
)
、

十
一
、
う

「
遊
仙
詩
十
四
首
」

(
同
巻

ち
七
首
を
収
め
る
)

は
代
表
作
で
あ
る
。
永
嘉
の
乱
を
避
け
て
南
渡

し
、
ト
笠
術
に
よ
っ
て
東
晋
の
重
臣
た
ち
に
重
用
さ
れ
、
参
軍
書
記
、

著
作
佐
郎

尚
書
郎
を
'
経
て
、

王
敦
の
記
室
参
軍
と
な
っ
た
。

し
か

し
、
王
敦
の
謀
反
の
際
に
、

そ
の
失
敗
を
預
言
し
て
反
対
し
た
こ
と

に
よ
り
殺
さ
れ
た
。

乱
平
定
後

弘
農
太
守
を
追
贈
さ
れ
た
。
著
作

と
し
て
は
、
『
爾
雅
』
、
『
方
言
』
、
『
山
海
経
』
、
『
穆
天
子
伝
』
な
ど
、

多
く
の
典
籍
に
注
釈
を
附
し
て
い
る
。

二
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
伝
は
『
晋
書
』
巻
七
十

(

一

O
)
漢
健
矯
文
皐
前
漢
の
武
帝
の
頃
の
人
。
「
健
矯
」
は
、

(
い
ま
の
貴
州
省
遵
義
市
)
。
『
爾
雅
注
』
三
巻
(
〈
侠
〉
、

健
為
君1)

馬
国
愉



『
玉
函
山
一
房
輯
供
書
』
経
編
「
爾
雅
類
」

に
三
巻
を
輯
供
す
る
)

て
て
い
た
が

の
ち
に
才
を
見
出
さ
れ
て
学
を
成
す
。

と
り
わ
け

を
著
す
。

こ
れ
は
現
存
す
る
『
爾
雅
』
の
注
釈
で
最
も
古
い
も
の

で
あ
る
。
『
経
典
釈
文
』
序
録
に
は
「
健
矯
文
皐
注
三
巻
」
を
著
録

そ
の
注
に
、
「
一
云
健
一
筋
郡
文
皐
卒
史
臣
合
人
、
漢
武
帝
時
待

遺
文
の
一
編
輯
や
校
勘
に
す
ぐ
れ
、
同
学
の
胡
震
古
?
と
と
も
に
多
く

の
典
籍
を
輯
供
し
た
口
著
に
『
陸
氏
易
解
』
一
巻
、
『
干
宝
易
注
』

一
巻
、
『
見
只
編
』
三
巻
な
ど
が
あ
る
。

し

(
一
に
槌
為
郡
文
学
卒
史
一
色
合
人
と
云
ひ
、
漢
の
武

帝
の
時
の
待
認
な
り
。
中
巻
を
欠
く
。
)
」
と
い
う
。

詔
口
問
中
巻
。

こ
こ
で
い
う
政
と
は
、

そ
の
た
め
健

無
論
『
陸
疏
』
の
一
本
に
附
さ
れ
た
挑

氏
の
政
文
を
指
し
て
い
る
。
挑
氏
校
訂
に
か
か
る
『
陸
疏
』
の
テ

に
挙
げ
た
亦
政
堂
鍛
陳
眉
公
普

キ
ス
ト
に
は
、

さ
き
の
注
〆'ー、、

一
¥、./

為
舎
人
と
も
称
さ
れ
る
が
、

る
D

一
説
に
、
『
史
記
』
巻
二
二
ハ

に
見
え
る
「
郭
舎
人
」
の
こ
と
を
指
す
と
い
う
。

生
卒
年
未
詳
。
『
経
典
釈
文
』
序
録
に
よ
れ
ば
、
京
兆
(
い

具
体
的
に
誰
を
指
す
の
か
不
明
で
あ

「
滑
稽
列
伝
」

(
東
方
朔
伝
)

ま
の
快
西
省
西
安
市
)

の
人
で

後
漢
の
中
散
大
夫
と
い
う
。

秘
笈
集
本
や
塩
邑
志
林
本
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
政
文
は
無

く
、
矢
島
氏
も
前
掲
論
文
で
指
摘
す
る
ご
と
く
、
現
在
の
と
こ
ろ

挑
氏
の
政
文
を
附
し
た
『
陸
疏
』
は
判
明
し
て
い
な
い
。
た
だ
、

挑
氏
の
『
見
只
編
』
(
『
塩
邑
士
山
林
』
所
収
)
巻
上
に
は
、

余
僅
中
有
毛
詩
川
仰
木
議
魚
疏
一
巻
。
題
日
呉
太
子
中
庶
子
、
烏

程
令
、
呉
郡
陸
磯
元
恰
撲
。
陳
氏
書
録
解
題
、
謂
此
書
多
引
郭

氏
、
似
非
呉
人
。
余
謂
、
陳
氏
所
見
、
特
即
日
丙
疏
後
抄
出
、
以

備
一
種
者
耳
。
若
余
所
蔵
、
町
一
州
之
類
五
十
、
木
之
類
三
十
有

四
、
鳥
之
類
二
十
有
三
、
獣
之
類
九
、
魚
之
類
十
、
同
一
拍
之
類
十

有
八
、
未
嘗
一
候
引
及
郭
氏
者
。
余
備
検
爾
雅
、
木
僅
紅
費
一
乱

例
桶
碩
鼠
諸
候
有
引
及
郭
氏
者
、
然
其
語
意
似
皆
疏
人
互
引
、

且
余
本
後
有
魯
替
韓
毛
四
詩
授
受
、
血
(
漢
書

抄
者
混
入
之
耳
。

(
一
二
奨
光

書
』
経
籍
士
山
に
は
『
爾
雅
注
』
三
巻
(
〈
侠
〉
、
『
経
典
釈
文
』
序
妹

や
『
旧
唐
書
』
経
籍
士
山
、
『
新
唐
書
』
芸
文
志
で
は
六
巻
と
す
る
口

『
玉
函
山
一
房
輯
供
書
』
経
編
「
爾
雅
類
」
に
一
巻
を
輯
供
す
る
)

を
著
録
す
る
。

(
二
乙
挑
士
舜
明
、
世
宗
、
嘉
靖
三
十
八
年
(
一
五
五
九

)
1
清、

世
祖
、
順
治
二
年
(
一
六
四
四
)
。
挑
士
麟
と
も
い
う
。
字
は
叔
祥
。

斯
江
嘉
興
府
海
塩
の
人
。
明
末
の
蔵
書
家
。
十
三
歳
で
孤
児
と
な

二
十
歳
に
な
る
ま
で
字
を
知
ら
ず
、
画
に
よ
っ
て
生
計
を
立

り『
四
棟
全
官
官
総
向
山
佐
一
安
』
「
毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
」
訳
註
(
草
野
)

一
O
一頁



筑
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一
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儒
林
侍
相
馬
表
裏
。

(
余
が
箆
中
に
毛
詩
川
仰
木
虫
魚
疏
一
巻
有
り
。
題
し
て
呉
の
太

子
中
庶
子
、
烏
程
令
、
呉
郡
の
陸
磯
元
憾
の
撰
と
日
ふ
口
陳
氏

の
書
鍛
解
題
に
、
此
の
書
多
く
郭
氏
を
引
け
ば
、
呉
人
に
非
ざ

る
に
似
た
り
と
謂
ふ
。
余
謂
へ
ら
く
、
陳
氏
の
所
見
、
特
だ
刑

罰
の
疏
の
後
に
抄
出
し
、
以
て
一
種
を
備
ふ
る
者
の
み
。
余
が

蔵
す
る
所
の
若
き
は
、
則
ら
州
の
類
五
十
、
木
の
類
三
十
有
四
、

鳥
の
類
二
十
有
三
、
獣
の
類
九
、
魚
の
類
十
、
虫
の
類
十
有
八
、

未
だ
嘗
て
一
条
も
郭
氏
を
引
き
及
ば
ざ
る
者
な
り
。
余
備
に
爾

雅
を
検
す
る
に
、
木
僅
・
紅
費
・
託
・
桝
・
桶
・
碩
鼠
の
諸
条

に
郭
氏
を
引
き
及
ぶ
者
有
る
も
、
然
れ
ど
も
其
の
語
意
皆
な
疏

人
の
互
引
に
似
た
る
は
、
抄
者
之
を
混
入
せ
る
の
み
。
且
つ
余

が
本
の
後
に
魯
・
斉
・
韓
・
毛
の
四
詩
授
受
有
る
は
、
漢
書
の

儒
林
伝
と
相
ひ
表
裏
を
為
す
。
)

と
い
う
一
文
が
見
え
、
内
容
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
が
そ
の
政
文
そ

の
も
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
察
さ

れ
る
。
お
そ
ら
く
『
提
要
』
所
引
の
挑
氏
の
説
は
、

指
し
た
も
の
と
見
て
大
過
あ
る
ま
い
。

こ
の
文
章
を

一
O
二
頁

{
二
}
原
本
久
供
、
此
本
不
知
何
人
所
轄
。
大
抵
従
詩
正
義
中
銀
出
。
然
正
義

衛
風
浜
漢
篇
、
引
陸
磯
疏
浜
演
二
水
名
。
今
本
乃
無
此
係
。
知
由
採
撚
未

周
、
故
有
所
漏
、
非
磯
之
奮
秩
ム
矢
。
又
街
風
椅
柄
梓
漆
一
一
係
、
橋
今
雲
南

伴
何
人
、
績
以
矯
布
。
考
漢
書
地
理
志
、
盆
州
郡
有
雲
南
麻
。
後
漢
書
郡

園
志
、
永
昌
郡
有
雲
南
将
。
皆
一
口
巴
之
名
。
唐
書
地
理
志
、
挑
州
雲
南
郡
。

武
徳
四
年
、
以
漢
雲
南
服
地
置
。
蓋
至
日
疋
始
升
矯
大
郡
。
而
哀
滋
雲
南
記
、

費
涜
雲
南
別
録
諸
書
作
駕
。
磯
在
三
園
、
割
以
雲
南
配
件
判
、
似
平
諸
家

惇
宗
、
又
有
所
。
鼠
乱
、
非
蓋
原
文
。
然
勘
験
諸
書
所
引
、
一
符
合
、
要

非
依
託
之
本
也
。

[
校
勘
〕

①
又
衝
風
椅
桐
梓
漆
一
一
候

漆
一
候
」
よ
り
次
段
の

文
湖
閤
本
、

文
津
関
本
は
、
「
又
街
風
椅
桐
梓

ま
で
を
欠
く
。

「
非
後
人
所
附
盆
失
」

司n

此
の
本
何
人
の
輯
む
る
所
な
る
か
を
知
ら
ず
。
大

抵
は
詩
正
義
中
従
り
録
出
す
。
然
れ
ど
も
正
義
の
衛
風
浜
襖
の
篇
に
、
位

機
疏
の
温
い
・
演
は
二
水
の
名
を
引
く
も
、
今
本
は
乃
ち
此
の
条
無
し
。
採
版

原
本
久
し
く
侠
し
、
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抗
位
h
r
B
丈
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耐
性

;
i
[
l
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1
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i
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外i

一一

O
一
六

て
雲
南
郡
を
置
き
、

ふ
、
雲
南
郡
、

呂
凱
を
以
て
太
守
と
為
す
、
と
。

属
県
七
、
本
と
雲
・
川

一年、

又
た
云

萄
の
建
興
三
年
置
く
。

と
。
晋
書
の
地
理
志
に
云
ふ
、
劉
禅
の
建
興

建
寧
・
永
昌
を
分
か
ち
て
雲
南
郡
を
立
つ
、
と
。

萄
置
く
。
統
県
九
、
と
。

ぴ〉

地
な
り

又
た
云
ふ
、

雲
南
郡
、

:
・
是
れ
雲
南
は
三
国
の

(
七
)

巳
に
升
せ
て
大
郡
と
為
す
は
、
各
書
比
白
な
同
じ
。

元
格
之
を
以
て
件
何
と
並
び
称
す
る
は
、
曲
目
て
何
ぞ
怪
し
む
に

足
ら
ん
や
。
国
志
・
晋
史
は
、
初
め
よ
り
僻
書
に
非
、
ず
、
提
要

肯
へ
て
詳
考
せ
ず
、
僅
か
に
唐
志
の
言
に
拠
り
て
、
渥
か
に
三

国
の
時
此
の
郡
県
無
し
と
謂
ひ
、
遂
に
此
の
書
を
疑
ひ
て
後
人

の
か
鼠
乱
す
る
所
と
為
す
。
疑
古
に
勇
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。
)

哀
滋
雲
南
記
哀
滋
(
唐
、
玄
宗
、
天
宝
八
年
〔
七
四
九
〕
(
)

憲
宗
、
元
和
十
三
年
〔
八
一
八
〕
)
。
字
は
徳
深
。
郡
望
陳
郡
汝
南

(
い
ま
の
阿
南
省
汝
南
県
)
の
人
(
『
旧
唐
書
』
本
伝
)
、
ま
た
禁

の
人
と
も
い
う
(
『
新
唐
書
』

時
に
在
り
、

州
郎
山
(
い
ま
の
河
南
省
確
山
県
)

本
伝
)
。
麿
の
官
吏
。
ま
た
『
旧
唐
書
』
が
「
築
箔
の
書
に
工
に
し

て
、
雅
に
古
法
有
り
」
と
称
す
る
ご
と
く
、
書
家
と
し
て
も
名
高

v
u
v
 
書
郎
、

そ
の
推
薦
に
よ
っ
て
仕
官
し
、
試
校

戸
部
尚
書
、
唐
州
刺
史
、
湖
南
観
察
使
な

元
結
の
内
弟
で
あ
り
、

工
部
員
外
郎
、

一

O
六
頁

ど
を
歴
任
し
た
。

伝
は
『
旧
唐
書
』
巻
一
八

お
よ
び
『
新
唐
書
』
巻
一
五
一
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

『
雲
南
記
』
は
、
一
名
『
雲
南
行
記
』
と
も
い
う
。
哀
滋
の
撰
。

五
巻
。
供
書
。
貞
元
十
年
(
七
九
四
)
、
南
詔
使
と
し
て
南
蛮
の
酋

子
に
哀
郊
が
い
る
。

五
下
、

長
で
あ
っ
た
異
牟
尋
を
冊
立
す
る
た
め
雲
南
入
り
し
た
際
、

そ
の

(
八
)

風
土
や
風
俗
な
ど
を
一
記
録
し
た
書
。
『
新
唐
書
』
巻
五
十
八
「
芸
文

志
」
(
地
理
類
)
に
著
録
す
る
。
そ
の
供
文
は
、
『
太
平
御
覧
』
に

都
合
二
十
二
条
引
用
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
劉
緯
毅
『
漢
麿

方
志
輯
侠
』
(
北
京
図
書
館
出
版
社
、
一
九
九
七
年
十
二
月
)
を
参

刀
ロ
竹

O

賓
湧
雲
南
別
録
費
傍
(
生
卒
年
未
詳
)
。
唐
末
、
誌
宗
の
頃
の

官
吏
。
『
新
唐
書
』
巻
二
一

に
よ
れ
ば
、
李
師

望
に
代
わ
っ
て
定
辺
節
度
使
を
任
じ
、
南
詔
と
の
交
渉
に
あ
た
っ

た
が
、
威
通
十
年
(
六
七
九
)
、
南
詔
と
の
関
係
の
悪
化
に
よ
っ
て

成
都
侵
攻
を
許
し
、
官
軍
は
大
敗
を
喫
し
た
。
こ
の
際
に
費
浅
は

逃
走
し
た
と
い
う
。

二
中
「
南
蛮
列
伝
」

『
雲
南
別
録
』
は
、
費
浅
の
撰
。
一
巻
。
供
書
。
供
文
は
見
ら

れ
ず
、
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
王
応
麟
『
玉
海
』
(
巻
十
六

に
、
「
南
蛮
族
の
類
及
び
風
土
を
叙
す
」
と
い
う
ご
と

「
地
理
」
)
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偽
可
知
。

愚
是
以
於
毛
詩
尤
不
能
不
疑
也
。

(
且
つ
蓑
自
ら
其
の
学
は
子
夏
よ
り
伝
は
る
と
謂
ふ
。
按
ず
る

子
夏
は
夫
子
よ
り
少
き
こ
と
四
十
一
歳
、
漢
に
至
り
て
巳

に
三
百
年
、
烏
ん
ぞ
其
の
子
夏
に
得
た
り
と
為
す
に
在
ら
ん
や
。

若
し
子
夏
の
門
人
よ
り
伝
は
れ
ば
、
則
ち
流
派
相
ひ
承
け
、
具

に
姓
氏
有
り
。
応
に
晦
昧
埋
没
し
、
授
受
す
る
所
を
諮
り
て
以

て
後
世
を
説
く
べ
か
ら
ず
。
惟
だ
魯
詩
の
み
原
有
り
、
史
に
称

せ
ら
る
る
も
、

西
晋
に
至
り
て
己
に
亡
ぶ
。
陸
機
は
毛
公
相
伝

の
序
を
撰
し
、

上
は
子
夏
に
接
す
と
雄
も
、

而
る
に
又
た
釈
文

と
一
人
も
合
ふ
無
き
は
、

其
れ
偽
り
な
る
こ
と
知
る
べ
し
。

是
を
以
て
毛
詩
に
於
い
て
は
尤
も
疑
は
、
さ
る
こ
と
能
は
ざ
る
な

毛
詩
の
伝
授
に
つ
い
て
の
陸
磯
と
徐
整
の
説
が
、
子
夏
よ

り
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
し
か
合
致
し
て
い
な
い
こ
と
を
疑
問
視
し
て

--、、，、、、

1
1
/
L
T
L
V
T
L
V
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し
ず
f
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王
懸
麟
困
撃
紀
聞
、
亦
議
其
誤
以
曾
申
矯
申
公

『
困
学
紀
聞
』
巻
三
「
詩
」
に
、

こ
の
こ
と
は

子
夏
惇
ハ
官
申
、
申
停
十
字
克
。
讃
詩
記
引
陸
磯
草
木
疏
、

以
ハ
官
申
局
申
公
、
以
克
矯
魁
。
比
白
誤
。

芋
謀
、

!
日

愚

二
Q
再〈

(
序
録
に
い
ふ
、

と
。
読
詩
記
は
陸
磯
の
草
木
疏
を
引
き
、
八
世
田
申
を
以
て
申
公
と

為
し
、
克
を
以
て
刻
と
為
す
。
比
白
な
誤
り
な
り
。
)

子
夏
は
曾
申
に
伝
へ

申
は
李
克
に
伝
ふ
、

と
い
う
一
文
を
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
つ
と
に

余
嘉
錫
が

「
審
其
文
義
、
乃
訂
讃
詩
記
引
用
之
誤
、
非
謂
陸
疏
誤

也
。
提
要
説
非
。
(
其
の
文
義
を
審
ら
か
に
す
る
に
、
乃
ち
読
詩
記

の
引
用
の
誤
り
を
訂
し
、
陸
疏
の
誤
り
を
謂
ふ
に
非
、
ざ
る
な
り
。

と
指
摘
す
る
ご
と
く
、
呂
祖
謙
『
呂
氏
家

提
要
の
説
非
な
り
。
)
」

塾
読
詩
記
』
巻
第
一

の

「
孔
氏
目
、
鄭
氏
詩
譜
目
、

「
訓
詰
伝
授
」

魯
人
大
毛
公
矯
詰
訓
惇
於
其
家
」

云
々
の
条
の
注
に
引
く
『
陸
疏
』

の
引
用
の
不
備
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
『
陸
疏
』
自
体
の
批
難
を

(
四
)
意
図
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

待
疑
依
然
と
し
て
疑
問
の
残
る
点
を
そ
の
ま
ま
後
世
に
伝
え

る
こ
と
。
『
春
秋
穀
梁
伝
』
桓
公
五
年
「
春
正
月
」
の
伝
に
、
「
春

疑
以
惇
疑
。
(
春
秋
の
義
、
信
以
て
信
を
伝

秋
之
義
、

言
以
停
信
、

五

え
、
疑
以
て
疑
を
伝
ふ
。
)
」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。

陳
敗
源
作
毛
詩
稽
古
編
:
:
:
亦
多
以
磯
説
矯
擦
陳
啓
源

J
L
J

清
、
世
祖
、
光
照
二
十
八
年
〔
一
六
八
九
〕
)
。
字
は
長
発
。
蘇

州
府
呉
江
県
の
人
と
い
う
。
著
書
に
は
、
『
毛
詩
稽
古
編
』
三
十
巻 つ



(
『
提
要
』
巻
十
六
、
経
部
「
詩
類
二
」

に
著
録
)

の
ほ
か
に
、
『
尚

主
問
弁
略
』
二
巻
、

『
読
書
偶
筆
』
二
巻
、
『
存
耕
堂
稿
』
四
巻
な
ど

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が

現
在
で
は
伝
存
し
な
い
。

資
料
は
き
わ
め
て
乏
し
く

詳
細
な
伝
記

わ
ず
か
に
『
清
史
L

栴
』
巻
四
百
八
十

「
儒
林
ご

お
よ
び
『
清
史
列
伝
』
巻
六
十
八

「
儒
林
伝
下
ご

に
簡
略
な
伝
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

陳
啓
源
が
『
稽
古
編
』
に
お
い
て
『
陸
疏
』
を
尊
重
し
た
こ
と

は
、
そ
の
『
提
要
』
に
、

政
源
此
編
、
則
訓
話
一
準
諸
爾
雅
、
篇
義
一
準
諸
小
序
、
而
詮

則

一

一

準

諸

毛

博

、

其

名

物

則

多

以

陸

蒋
経
旨
、

市
鄭
筆
佐
之
。

磯
疏
矯
主
。

(
啓
源
の
此
の
編
は
、

則
ち
訓
詰
は
一
に
諸
を
爾
雅
に
準
じ
、

篇
義
は
一
に
諸
を
小
序
に
準
じ
、
而
し
て
経
旨
を
詮
釈
す
る
と

則
ち
一
に
諸
を
毛
伝
に
準
じ
、
而
し
て
鄭
築
も
て
之
を

き
は
、

佐
く
。
其
の
名
物
は
則
ち
多
く
陸
磯
の
疏
を
以
て
主
と
為
す
。
)

と
述
べ
る
ご
と
く
に
相
違
な
い
。

ま
た
『
清
史
稿
』
に
も
、

政
源
、
字
長
設
。
著
有
毛
詩
稽
古
編
。
其
詮
樺
経
旨
、

訓
話
替
音
以
爾
雅
馬
主
、
草
木
晶
魚
以
陸

一
準
毛

疏{専
属
則ー而
。算I~

於主宰

漢佐
昼 7

G円

専
門

『
山
咋
全
書
総
白
山
町
一
袋
』
「
毛
持
拡
木
鳥
獣
虫
魚
附
」
訳
出
(
前
一
肝
)

(
啓
源
、
字
は
長
発
。

著
に
毛
詩
稽
古
編
有
り
。

其
の
経
旨
を

本
土
日
ヘ
ト
j

スJ
U

斗
I
民

ニ
コ
日
汗
手
パ
ー
一
τ
a
F
l
u
-

一
に
毛
伝
に
準
じ
、

而
し
て
鄭
築
も
て
之
を
佐

く
。
訓
詰
・
声
音
は
爾
雅
を
以
て
主
と
為
し
、
草
木
虫
魚
は
陸

疏
を
以
て
則
と
為
す
。
漢
学
に
於
い
て
専
門
と
謂
ふ
べ
し
。
)

ほ
ぼ
同
保
の
記
述
が
『
清
史
列
伝
』
に
も
見
え
る
が
、

と
し1
こ
れ
ら
は
『
提
要
』
の
記
述
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
学
問

と
り
わ
け
詩
経
学
に
つ
い
て
は

沼
尻
徹
誠
『
陳

啓
源
の
詩
経
学
i

l

『
毛
詩
稽
古
編
』
研
究
』
(
北
海
道
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
研
究
叢
主
回
目

北
海
道
大
学
出
版
会

。
。

年
三
月
)

に
詳
し
い
。

(
六
)

多
識

名
物
学
の
意
。
こ
れ
は
『
論
語
』
陽
貨
篇
に
、

島
十
夫
詩
。
詩
可
以
興
、
可
以
観
、
可
以
輩
、
可
以
加
古
。
遁
之
事
父
、

博
識
。
多
く
の
事
物
を
知
る
こ
と
。

こ
こ
で
は
陣
物
学

「
子
日

小
子
何
莫

遠
之
事
君
。
多
識
於
鳥
獣
草
木
之
名
。

の
詩
を
学
ぶ
こ
と
莫
き
か
。
詩
は
以
て
興
す
べ
く
、

(
子
日
は
く

小
子
何
ぞ
夫

以
て
観
る
べ

く
、
以
て
群
す
べ
く

以
て
怨
む
べ
し
。

之
を
遁
く
し
て
は
父
に

事
へ

之
を
遠
く
し
て
は
君
に
事
ふ
。
多
く
鳥
獣
草
木
の
名
を
識

る。)」

と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。

一
一
一
頁



筑
波
中
国
文
化
論
牒
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f} 

一一

O
一
六

頁

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
本
学
名
誉
教
授
向
嶋
成
美
先
生
に
は
拙
稿
に
対

す
る
懇
切
丁
寧
な
ご
批
正
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
特
に

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
)
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